
２
０
２
６
年
度 

第
４
回
（
９
月
）
北
辰
テ
ス
ト
対
策 

予
想
問
題 

漢
文
ミ
ニ
（
大
問
４
差
し
替
え

用
）

国
語
（
制
限
時
間 

８
分
・
16
点
満
点
）

４

 

次
の
漢
文
（
Ⅰ 
白
文
）
と
、
そ
れ
に
返
り
点
・
送
り
仮
名
を
付
け
た
も
の
（
Ⅱ 

訓
読
文
）
、
書
き
下
し
文
（
Ⅲ
）

を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
（
16
点
）

【
表
記
に
つ
い
て
】

・
Ⅱ
の
訓
読
文
で
は
、
漢
字
の
す
ぐ
後
ろ
の
カ
タ
カ
ナ
が
送
り
仮
名
（
実
際
の
答
案
で
は
漢
字
の
右
下
に
小
さ
く
付
く
）
、
〈
　
〉
の
中
が

返
り
点
（
実
際
の
答
案
で
は
漢
字
の
左
下
に
付
く
）
を
表
し
て
い
ま
す
。

・
〈
一
レ
〉
は
「
一
点
」
と
「
レ
点
」
を
合
わ
せ
た
返
り
点
で
、
先
に
レ
点
の
働
き
で
返
り
、
そ
の
あ
と
一
点
の
働
き
で
返
り
ま
す
。

Ⅰ 

白
文

　
宋
人
有
耕
田
者
。
田
中
有
株
。
兎
走
触
株
、
折
頸
而
死
。
因
釈
其
耒
而
守
株
、
冀
復
得
兎
。
兎
不
可
復
得
、
而

身
為
宋
国
笑
。

（
『
韓
非
子
』
五
蠹
に
よ
る
。
読
み
や
す
く
す
る
た
め
句
読
点
を
補
っ
た
。
）

Ⅱ 

訓
読
文

　
宋
人
ニ 

有
リ
〈
二
〉 

耕
ス
〈
レ
〉 

田
ヲ 

者
〈
一
〉
。
田
中
ニ 

有
リ
〈
レ
〉 

株
。
兎 

走
リ
テ 

触
レ
〈
レ
〉 

株

ニ
、
折
リ
テ
〈
レ
〉 

頸
ヲ 

而 

死
ス
。

　
因
リ
テ 

釈
テ
テ
〈
二
〉 

其
ノ 

耒
ヲ
〈
一
〉 

而 

守
リ
〈
レ
〉 

株
ヲ
、
冀
フ
〈
二
〉 

復
タ 

得
ン
コ
ト
ヲ
〈
一

レ
〉 

兎
ヲ
。
兎 

不
ズ
シ
テ
〈
レ
〉 

可
カ
ラ
〈
二
〉 

復
タ 

得
〈
一
〉
、
而 

身
ハ 

為
レ
リ
〈
二
〉 

宋
国
ノ 

笑
ヒ
ト

〈
一
〉
。

Ⅲ 

書
き
下
し
文

　
宋
人
に
田
を
耕
す
者
有
り
。
田
中
に
株
有
り
。
兎
走
り
て
株
に
触
れ
、
頸
を
折
り
て
死
す
。

　[

　
　
Ａ
　
　] 

、
復
た
兎
を
得
ん
こ
と
を
冀
ふ
。
兎
復
た
得
べ
か
ら
ず
し
て
、
身
は
宋
国
の
笑
ひ
と
為
れ
り
。

（
注
）
宋
人
（
そ
う
ひ
と
）…

…

中
国
古
代
の
国
、
宋
の
国
の
人
。
　
株
（
く
ひ
ぜ
・
か
ぶ
）…

…

切
り
株
。
木
を
切
っ
た
あ
と
に
残
っ
た
根
元
の
部

分
。
　
耒
（
す
き
）…

…

田
畑
を
耕
す
た
め
の
農
具
。
　
頸
（
く
び
）…

…

首
。
　
釈
（
す
）
つ…

…

手
放
す
。
捨
て
て
置
く
。
　
冀
（
こ
ひ
ね
が
）

ふ…
…

強
く
願
う
。
あ
て
に
す
る
。
　
而…

…

置
き
字
（
訓
読
す
る
と
き
読
ま
な
い
字
）
。

問
１ 

Ⅱ
の
訓
読
文
の

　
兎 

不
ズ
シ
テ
〈
レ
〉 

可
カ
ラ
〈
二
〉 

復
タ 

得
〈
一
〉

に
つ
い
て
、
返
り
点
に
従
っ
て
読
む
と
き
の
漢
字
の
順
序
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一

つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
答
え
な
さ
い
。
（
４
点
）

ア
兎 →

 

復 →
 

得 →
 

可 →
 

不

イ
兎 →

 

不 →
 

可 →
 

復 →
 

得

ウ
兎 →
 

得 →
 

復 →
 

可 →
 

不

エ
兎 →

 

復 →
 

得 →
 

不 →
 

可
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問
２ 

Ⅰ
の
白
文
の

　
因
釈
其
耒
而
守
株

の
部
分
を
、
Ⅱ
の
訓
読
文
の
返
り
点
・
送
り
仮
名
に
従
っ
て
書
き
下
し
文
に
直
し
、
Ⅲ
の [

　
　
Ａ
　
　] 

に
あ
て
は

ま
る
形
で
、
す
べ
て
ひ
ら
が
な
と
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
（
４
点
）

問
３ 

宋
人
が
耒
（
す
き
）
を
手
放
し
て
切
り
株
を
見
張
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
最

も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
答
え
な
さ
い
。
（
４
点
）

ア
ま
た
兎
が
切
り
株
に
ぶ
つ
か
っ
て
手
に
入
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
た
か
ら
。

イ
切
り
株
が
畑
仕
事
の
じ
ゃ
ま
に
な
る
の
で
、
取
り
除
こ
う
と
考
え
た
か
ら
。

ウ
兎
が
畑
の
作
物
を
荒
ら
す
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
見
張
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
。

エ
宋
の
国
の
人
に
笑
わ
れ
な
い
よ
う
、
農
作
業
を
や
め
よ
う
と
決
め
た
か
ら
。

問
４ 

こ
の
話
が
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
教
訓
を
、
二
十
字
以
上
、
三
十
字
以
内
の
現
代
語
で
書
き
な
さ
い
。
（
４
点
）

（
以
上
で
問
題
は
終
わ
り
で
す
。
）
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